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△ABCにおいて，点 A から辺 BC に垂線 AH を下ろす．線分 AH を直径とする円

O と辺 AB，AC の交点をそれぞれ D, E とし，円 O の半径を 1, BH = 1, CE = 3

とする．

(1) 線分 DB の長さを求めなさい．

(2) 線分 HC と線分 CA の長さをそれぞれ求めなさい．

(3) ∠EDH の大きさを求めなさい．

(19 大分大 理工・経済・教育 2)

【答】

(1) DB = 1√
5

(2) HC = 2
√
3, CA = 4

(3) ∠EDH = 60◦

【解答】

(1) 直角三角形 ABHにおいて，三平方の定理を
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用いると

AB =
√

AH2 +BH2

=
√

22 + 12

=
√
5

である．方べきの定理より

BD · BA = BH2

√
5BD = 12

∴ DB = 1√
5

……（答）

である．
(2) 直角三角形 ACHにおいて，三平方の定理を用いると

HC2 + 22 = CA2 …… 1⃝
が成り立つ．また，方べきの定理より

CE · CA = CH2

3CA = HC2 …… 2⃝

である． 1⃝と 2⃝を連立して
3CA + 4 = CA2

CA2 − 3CA− 4 = 0

(CA + 1)(CA− 4) = 0

CA > 0 より

CA = 4 ……（答）

であり， 2⃝に代入して
HC =

√
3 · 4 = 2

√
3 ……（答）

である．
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(3) 円周角の性質より ∠EDH = ∠EAH であり，∠EAH = ∠CAHである．(2)より

cos∠CAH = AH
CA

= 2
4

= 1
2

0◦ < ∠CAH < 90◦ であるから

∠CAH = 60◦

である．よって

∠EDH = 60◦ ……（答）

である．


